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Jが表現するもの
Joint（結合），Joy（喜び），
Japan

カラー
基調色の黒は
日本の伝統色
である「墨」を，
アクセント
カラーの赤は
グローバルに
活躍する「情熱」

Eのアクセント
Electronics＝
電子制御技術の
分野，
Emotional＝
新しい世界を
切り開く
情熱的な挑戦や
開発力，
Environmental＝
環境保護への
積極的な貢献

TEKTが表現
するもの
古代ギリシヤ語で
「卓越した技術を
持つ者」を意味する
「Tekton」を短縮

KTが表現する
もの
光洋精工と
豊田工機

書体が表現するもの
太めの書体は，高品質感や
信頼感，安定した経営と
産業を支える
基幹技術としての骨太さ
タイポグラフィの端の突出は
知性と精緻さ

その名にこめた思い．産業と，時代と心を動かす技術者集団．
ジェイテクト．光洋精工と豊田工機，２社の知識と経験を融合することで，信頼性や先進性の高い技術
を基盤にした「モノづくりを革新する技術力」を日本から世界に発信．顧客はもちろん社会に喜んでいた
だき，持続可能な社会の発展に大きく貢献する企業へと変わっていくという，わたしたちの決意です．
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表紙説明「ライン渓谷中流上部」

2002年に登録されたドイツの世界文化遺産．スイスアルプスに源を発し，ドイツを流
れ北海へと注ぐ全長 1 320kmものライン川の中で，もっとも美しい中流上部の約 65km
の渓谷．クルージングの名所として，世界的に有名で「ロマンティック・ライン」の愛

称で観光客にも人気が高い．表紙は，ボッパルトの街の大湾曲．

今回初めて編集委員を担当し，入社以来所属し
ている駆動部品の進歩をあらためて認識しまし
た．
競争はグローバル化し，小型化・軽量化・低コ
ストの要求はより厳しいものとなることでしょ
う．その中で，ジェイテクト製品をお客様に選ん
でいただくためには，独自の技術や付加価値をつ
け，ジェイテクトの製品を使いたい，と思ってい
ただくことも必要だと思います．
ジェイテクトエンジニアリングジャーナルが
素晴らしい技術をアピールし，今後の商談に繋が
ることを願い，また自分自身もより良い製品を作
り出せるように努力したいと思います． （中村）

『え！僕ですか？』というのが，編集後記執筆
の依頼をいただいた際の驚きにも似た正直な感
想でした．今回，編集作業に関わらせていただく
という初めての経験に戸惑いながらも，充実した
時間をプレゼントいただけたことに感謝してお
ります．
担当させていただいたステアリング製品は，
No.1 & Only One の存在として顧客への価値を提

供し続けるという重大なミッションを担いつつ，
激化するグローバル競争と製品のコモディティ
化といった非常に厳しい環境におかれています．
この難局を打破すべく市場トレンドを先読みし
た商品力強化に繋がる技術がこのジェイテクト
エンジニアリングジャーナルから今後も発信さ
れ続けられますように！・・・と強く思います．
 （鈴木）

今回初めて編集委員を勤めさせていただきま
した．今回の投稿ではジェイテクトで燃料電池自
動車用高圧水素部品の開発，製造を行なっている
ことを社外・社内の方々に広く知っていただく良
い機会を与えていただきました．旧豊田工機時代
に高圧水素ガスについて全く知識が無い状態か
ら開発を始め，愛知万博で走った初代の燃料電池
バスから何代かの製品を経て，試作レベルから少
し量産に近づき，皆さんにご紹介出来るようにな
りました．高圧水素や燃料電池自動車について詳
しくない方でも内容を理解していただけるよう
な文章にするのに苦労しましたが，少しでも興味
を持っていただきますと幸いです． （畔柳）

編集後記


